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成果の概要／田口健太 

 

・研究集会名: Symbiotic stars, weird novae, and related embarrassing binaries (共生

星・驚くべき新星・これらに関連する奇妙な連星系) 

・開催場所: チェコ共和国・プラハ市・カレル大学 (Charles University) 

・開催期間: 2024 年 6 月 3~7 日 

・ホームページ: http://symbiotics2024.cuni.cz/ 

・講演題目: Spectra of Nova V1405 Cas at the Very Beginning Indicate a Low-mass 

ONeMg White Dwarf Progenitor 

 

【研究集会の概要】 

この研究集会は、その名の通り、共生星・新星・およびこれらに関係する天体に関

するものであり、約 100 名が参加した。報告者の知る限りにおいて、新星や共生星に

関する国際学術集会としては、COVID-19 パンデミック以降では最大規模である。会

場はシングルセッションであり、口頭発表とポスター発表の 2 種類の発表方法があっ

た。共生星の若手のエース研究者である Jaroslav Merc 氏が主催者である。 

報告者は、2023 年に新星に関する主著論文を出版していたため、Merc 氏からメー

ルによって本集会について直接案内を受け (報告者はこの案内を日本天文学会のメー

リングリストにも転送した)、この論文に関する口頭発表を行った。なお、本研究集会

に参加した日本人研究者は報告者を含め 2 名である。 

 

【用語説明】 

・白色矮星: 太陽のような恒星は中心部で水素の核燃焼反応を起こすことで輝いて

いるが、この燃料を使い切った後は、白色矮星という燃えかすが残された状態にな

る。恒星として誕生したときの質量に応じて、残される白色矮星の組成・質量は変化

する。組成に関しては、炭素・酸素からなる CO 白色矮星と、酸素・ネオン・マグネ

シウムからなる ONeMg 白色矮星に大別される。典型的な質量は太陽程度、半径は地

http://symbiotics2024.cuni.cz/


球程度と、密度の高い天体である。 

・共生星: 高温の高密星 (主に白色矮星) と低温度の巨星からなる連星系で、低温度星

特有の分子の吸収スペクトルと、高温ガスからの輝線スペクトルが同時に観測される

天体である。高温ガス成分は、巨星からコンパクト星への質量降着過程か、降着ガス

の燃焼かによるものだと考えられている。 

・新星・新星爆発: 共生星など、白色矮星と低温度星からなる連星系で起きる爆発現

象である。白色矮星の表面に降着した低温度星由来の水素を主成分とする降着ガスが

ある臨界質量に達したときに、降着した水素ガスが暴走的な熱核反応によって燃焼さ

れることで発生する爆発・増光現象である。 

 

【研究発表内容の概要】 

ONeMg 白色矮星の最小質量は、白色矮星の形成や進化において重要であるにも関

わらず未解明である。我々の研究は 2021 年に発生した新星 V1405 Cas (カシオペヤ

座新星 2021) を観測することで、この問題に一石を投じる。報告者らのグループは、

V1405 Cas の発見直後 (9.88 時間後) から計 5 回の分光観測を京都大学岡山天文台の

せいめい望遠鏡を用いて行った。この観測は、日本最大の大きさを誇り、かつ機動力

が高いせいめい望遠鏡の特徴を最大限に活かしたものである。 

発見 9.88 時間後のスペクトルからは、1 階電離したヘリウムや 2 階電離した窒素が

検出された。発見 1 日後にはこれらのイオンは消失しており、1 階電離した窒素・ア

ルミニウムや中性の酸素原子が検出された。この特徴は、新星の初期段階において急

速に密度や温度が低下していることを証明するものである。 

特に特筆すべきは、今回の観測で検出された元素の中でも、窒素・アルミニウムの

組成が、太陽組成と比較してそれぞれ約 10・40 倍超過していることである。この結果

は、新星によってこれらの元素が作られたこと、この新星を起こした白色矮星は 

ONeMg 白色矮星であるということを示唆する。一方で、V1405 Cas は 1 年近くにわ

たって明るくあり続けたが、新星の光度変動に関する理論によると、この特徴は、太

陽質量以下の白色矮星で起きる新星であることを示唆する。 

以上により、我々は新星 V1405 Cas は、太陽質量以下の ONeMg 白色矮星で発生

した爆発現象だと結論づけた。しかしながら、我々のこの結論は、ONeMg 白色矮星



の質量は 1.1 太陽質量以上であるとする、現在広く受け入れられている恒星進化の理

論に反し、驚くべきものである。 

 

【成果】 

新星 V1405 Cas の特異性について、多くの研究者に関心を持ち、認識して頂い

た。質疑応答では、新星の理論モデル研究において世界的に有名な中堅研究者である 

Yael Hillman 氏や、共生星研究の世界的大家である Joanna Mikołajewska 氏から、質

問を頂いた他、両氏をはじめ多くの研究者とコーヒーブレイクなどの時間でも様々な

議論を行い、研究の方向性の提案を頂いた (本研究集会は新しい共同研究の誕生のき

っかけ作りを目的として、研究者同士の交流・議論が可能なコーヒーブレイクがかな

り長めに設けられていた)。 

さらに、日本最大の望遠鏡である、京都大学せいめい望遠鏡にも、多くの研究者に

関心を持って頂いた (口頭発表時に同望遠鏡をご存じの方の挙手を求めてみたが、ご

存じの海外研究者はいなかった)。同望遠鏡を使用した共同研究の可能性について帰国

後の現在も Merc 氏などとメールで検討をするなど、本集会で頂いたご縁をきっかけ

とした今後の成果も期待される。 


